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会議顛末書 

 記 録 者 主幹 仲村尭之 

供 覧 

市 長 副 市 長 部 長 課 長 課長補佐 
主 査 

係 長 
グループ員 

       

件 名 令和４年５月臨時庁議 

年 月 日 令和４年５月２３日（月） 

時 間 午前９時～午前１１時 

場 所 ３階庁議室 

欠 席 者 なし 

内 容 

１ 稲敷・龍ケ崎地方３組合統合・複合化の進捗状況について［企画課］【報告事項】 

・ 資料に基づき企画課より説明を行った。 

 

《主な意見・質疑等》 

・ 特になし 

 

《協議結果》 

・ 了承 

 

２ 次期最上位計画に関する将来ビジョン（素案）及び基本計画素案作成の考え方につ

いて［企画課］【龍ケ崎市最上位計画策定会議関連】 

・ 資料に基づき企画課より説明を行った。 

 

《主な意見・質疑等》 

・ 昨年度の当市の合計特殊出生率は，速報値ではあるが 1.0 を下回る数値となって

おり，7年前と比較して生まれる子どもの数は 200 人程度減少している。全市的に対

応を考えていかなければならない大きな課題である。 

・ 昨年度内閣府が実施した，少子化の取組に関する自治体向けアンケートでは，市

区町村の約 64パーセントが数値目標を設定していると回答したが，取組の結果とし

て出生数や合計特殊出生率といった数値の増加にはあまり繋がっていない状況が見

られる。一方で，子育てしやすいと思う住民の割合が上昇している状況もある。当市

においても同じことが言えるのではないか。 

・ 少子化対策としては，出産・子育て支援と結婚支援の２つが柱になってくると思

われるが，結婚支援に力を入れていくべきではないか。 

・ 合計特殊出生率は，特定の施策により直ちに上昇するものではない。他自治体の

事例を見ると，経済的支援の充実が合計特殊出生率の上昇に結びついているのでは

ないかと考えられる。 

・ 当市の合計特殊出生率の現状については，広く市民に周知し，市全体で考えてい

く課題であることを市民と共有していくべきではないか。 

 ・ 合計特殊出生率が高い自治体は，不動産の動きが活発であるように感じるが，当市

ではそうした動きがあまりないのが実情である。その点についても，施策として配慮

していくべきではないか。 

 ・ 結婚・出産については，費用面での不安を感じる声があることから，経済的支援を

充実させていく必要がある。 

 ・ 最上位計画策定審議会委員から，結婚・出産は個人の自由であるにも関わらず，合

計特殊出生率等を示し，「出生率を上げましょう」という内容や施策を提示されると

困惑してしまうとの意見があった。次期最上位計画の中では示していくしかないが，



2 

 

 

表現の仕方には配慮する必要がある。 

 ・ 結婚・出産を望む方，子育てをしている方への支援は，財政負担の増大を鑑みれば，

一時的な支援しかできないと考えている。そのため，繰り返しにはなるが，全市的に

多方面からの施策を考えていく必要がある。 

 ・ 工業団地については，排水設備をはじめとした様々な課題があるが，美浦・栄線バ

イパス整備の進捗を見据えて，産業拠点としての区域を広げる方向で進めていくこ

ととしたい。 

 ・ 新都市拠点整備に向けた民間事業者との協議は進んでいないのが現状である。その

一方で，新たな施策を進めていかなければ，関東鉄道竜ヶ崎線も含め，駅周辺が衰退

していくことも容易に想像できることから，何らかの対応が必要ではないか。 

 ・ 市内の未利用地については，必要に応じ用途変更等，利活用ができる状態とした上

で，企業や医療関係施設の誘致を進めるなど，有効活用していく必要があるのではな

いか。 

 ・ 基本計画策定にあたっては，事業レベルまで記載した場合，計画にしばられてしま

うことが想定されるため，具体の事業は分野別計画やアクションプランの中で記載

していくようにしたいと考えている。 

 

《協議結果》 

・ 了承 

 

３ その他 

・ 特になし 

 

 

要 措 置 事 項  

情 報 公 開  公  開  

非公開（一部非公開

を含む）とする理由 

（龍ケ崎市情報公開条例第９条 号該当） 

公開が可能となる時

期（可能な範囲で記

入） 

年  月  日 


